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2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年１Q 2006年３月 ４月 ５月 １- ５月
GDP成長率（対前年比：％） 1.1 1.1 4.0 5.5 10.7 6.2 － － － － －
産業生産額（対前年同期比：％） 2.4 7.4 3.8 6.0 10.5 ▲ 4.2 2.5 3 1 1 1
消費者物価上昇率（対前年同期末比：％） 8.1 11.2 1.6 4.7 11.0 9.5 5.8 6 5 3 3
国内鉄道貨物輸送（百万トンキロ） 4,283 5,288 6,461 7,253 8,878 9,948 2,304 843 899 850 4,052
登録失業者（千人） 38.6 40.3 30.9 33.3 35.6 32.9 33.8 34 34 34 34
対ドル為替レート（トグリク、期末） 1,097 1,102 1,125 1,168 1,209 1,221 1,174 1,174 1,192 1,175 1,175
貿易収支（百万USドル） ▲ 78.7 ▲ 116.2 ▲ 166.8 ▲ 185.1 ▲ 151.4 ▲ 95.0 ▲ 3.2 7 ▲ 13 ▲ 3 ▲ 20
　輸出（百万USドル） 536 522 524 616 870 1,054 230 102 101 128 459
　輸入（百万USドル） 615 638 691 801 1,021 1,149 233 96 114 131 478
国家財政収支（十億トグリグ） ▲ 78.6 ▲ 50.4 ▲ 71.6 ▲ 61.9 ▲ 16.4 60.4 35.3 13 8 49 93
家畜頭数（百万頭） 30.2 26.1 23.9 25.4 28.0 30.4 － － － － －
成畜死亡数（千頭） 3,491 4,759 2,918 1,324 292 677 62 35 57 71 190
（注）登録失業者数、家畜頭数は期末値。
（出所）　モンゴル国家統計局「モンゴル統計年鑑」、「モンゴル統計月報」各号 ほか

モンゴル

経済の概況

　2006年第１四半期に続き、４ ５月のモンゴル経済は好

調といえる。概観すれば、産業生産額は増加を続け、消費

者物価上昇率は低下、貿易収支の赤字幅は縮小している。

また、国家財政収支は４カ月連続して黒字を記録している。

　１ ５月の産業生産額は前年同期比1.0％の増加となっ

た。これは主に前年同期比3.8％増の製造業と、同1.7％増

のエネルギー部門によるものである。一方、鉱業の生産額

は金と石炭の生産の減少により、前年同期比0.1％減となっ

ている。こうした中で、原油の生産量は102,300バーレルで、

前年同期比40.6％増となった。産業部門の総売上額は6,398

億トグリグで、その63.3％が輸出向けである。鉱業が産業

生産額の72.0％を占めており、製造業が14.2％、エネルギー

部門が13.5％となっている。鉱業の売上額の82.8％、製造

業の売上額の25.6％がそれぞれ輸出向けとなっている。

　５月時点で51,991人が産業部門で雇用されており、これ

は前年同月比で3.9％の減少となっている。これは前年同

月比11. ６％となった製造業の雇用の減少によるものであ

る。既報のように、先進国の繊維製品の対中国輸入割当措

置の撤廃により、中国を代替する製造拠点としてモンゴル

に進出していた外国アパレル業者の撤退が続いている。工

場の閉鎖により、被服製造部門の雇用は前年同月比で

27.4％の減少となっている。

　５月の消費者物価上昇率は前年同月比3.2％で、前年同

月の同15.6％から低下している。2006年４月から消費者物

価のバスケットに含まれる品目数が239から287に増えた。

５月にはこれらのうち22.3％の品目の価格が前月比で上昇

し、12.5％が低下、65.2％が横ばいとなった。食料品の物

価指数は最も上昇しており、前月比3.5％となっている。

　５月末の為替レートは１ドル＝1,175トグリグで、前年

同月比で1.2％の増価となっている。

　１ ５月の国家財政収支は、税収の増加により926億ト

グリグの黒字となった。総税収額は前年同期比50.7％増、

税目別では所得税が同40.3％増、関税が同19.2％増、付加

価値税が同30.4％増、免許税が同31.4％増であった。

　５月末の登録失業者数は34,000人となっている。これは

前年同月末を10.0％下回っている。このうちの約半数、

50.8％はこれまでに被雇用経験のない人である。これは、

モンゴルにおいて、新規に労働市場に参入する人々が職を

見つけることが非常に困難な状況であることを示してい

る。

対外貿易の概況

　１ ５月の貿易総額は9.37億ドルで、前年同期比40.6％増

となっている。このうち輸出は4.59億ドルで同57.0％増、

輸入は4.78億ドルで同27.9％増であった。モンゴルの主要

輸出品である銅、金の国際価格の持続的な上昇は輸出収入

を拡大した。銅精鉱の輸出額は前年同期比66.0％増、非貨

幣用金は同32.1％増となった。一方で、銅の輸出量は前年

同期比7.7％増に止まり、金の輸出量は同2.7％減となって

いる。これらの輸出増により、貿易収支の赤字は前年同期

の8,170万ドルから、1,950万ドルに縮小した。輸出品目別

シェアは、銅精鉱42.0％、非貨幣用金が15.4％、縫製品が

3.8％、カシミアが3.9％となっている。

　１ ５月のモンゴルの輸出相手国のうち、中国が66.2％

を占め第一位であり、カナダ12.9％、米国8.6％、イタリア

1.8％、韓国0.9％がこれに次いでいる。これらの上位５カ

国で輸出全体の93.4％を占めている。

　一方、１ ５月のモンゴルの輸入相手国はロシア、中国

がそれぞれ35.6％、27.3％であった。この他の主な輸入先

は日本（6.2％）、ドイツ（3.0％）、フランス（1.6％）で、

これらの上位５カ国で輸入全体の73.7％を占めている。な

お、石油の輸入額は全体の24.5％を占め、その93.4％はロ

シアからの輸入となっている。

（ERINA調査研究部研究員　エンクバヤル・シャグダル）


